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能登半島地震で被災された皆様、また衣川台にもそのご親族あるいはお知り合いが居られると思います。心より
お見舞い申し上げます。 

衣川台も、南海トラフ地震（4 年前の予測で、マグニチュード 8～9 クラスの地震の 30 年以内の発生確率が 70～
80%）がひとたび発生すると、被災は免れません。  

自らの命を守るため、災害に備えた対応（備蓄、家具の転倒防止、耐震構造強化など）を心がけましょう。 

今回は、被災時の避難準備について、ご家族みんなで考えてみたいと思います。 
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１． 避難訓練 

＜概要＞ 
一時避難場所の南公園に集まった（80 名）あと、通学ルートを経由して避難場所である里東小グランドまで避難
訓練を行いました（63 名）。 
＜受付・名簿記入＞ 

消火班の藤岡さん（８組）、西村さん（14 組）の誘導のもと、受付に移動し、情報班で用意した組別名簿に氏名を記
入していただきました。集計作業と同時に、要援護者の確認も併せて行いました。そして 給食給水班による飲み
物配布のあとは、所定の位置に整列を促しました。また 写真撮影役は、情報班の半田さん（３組）が担いました。 
＜避難ルート＞ 

衣川台には３つの避難ルートがあります。明神橋手前を経由する北ルート（3 km）、梅宮神社前を経由する南ルー
ト（2 km）、そして通学路ルート（１km）です。避難誘導班による安全確認のあと決定しますが、10 年かがりで
2015 年 7 月に開通になった最短の通学路ルートを第一優先に想定しています。 
＜避難時の班編成＞ 

避難のとき、７つの班を編成します。部長（自治会長の一柳さん（10 組））を班長とする１班、救出救護班の２班、
15 の組を４つに分けて 2～6 班、そして、統括班長（事務局長の堀内さん（2 組））を班長とする７班です。交通整
理も兼ねて、先頭、真ん中、うしろと、避難誘導班が担当しました。前田（9 組）、三村さん（4A 組）、吉田 勝さん
（14 組）、長久さん(14 組)、副班長の小島さん（12 組）です。南公園と里東小学校との通信・連絡は、避難誘導班
の山川さん（7 組）と統括班の有田さん（1 組）が担いました。 
＜避難行動＞ 

衣川台自主防災部の青い旗を掲げた部長を先頭に、救出救護班によるリヤカー、車椅子、続いて組旗を掲げた組
長さんが住民を伴って２列になり、最後列は統括班長・アドバイザ
ーの皆さんが移動しまし
た。9：20 に開始して、
9：45 に到着し、各組長
さんが避難人数を確認し
ました。結果を情報班長
の井内さん（15 組）経由
で 部長が本部に報告し
ました。 
 

 
 

  

ご参加ありがとうございます 名簿の字が小さすぎた？ 

結構長い列になります 



２．学区防災訓練 
＜概要＞ 

学区として４年ぶり、里東と里の二つのブロックが一年おきに行うようになったので、里東の衣川台としては５
年ぶりでした。 
給食給水班長の木下さん（14 組）が応急給食訓練にあたる一方で、開会宣言のあと 12 の自治会が３組に分か
れて、約 25 分ずつ 学習・体験・見学の３種類の訓練をローテーションしました（総数 255 名）。 
＜学習の内容＞ 
AED の取扱い説明を北署から受けました。胸骨圧迫の
模擬演習では、１分間に 100回のテンポで行うよう指導
されました。このテンポが重要で、疲れてきたら交代す
るように助言されました。救命救急に携わっておられる
消防署の皆さんのご苦労が伝わってきました。 
＜体験の内容＞ 
・竹竿の有り無しでの簡易担架、３人、二人、１人での搬
送指導を北署から受けました。 
・水消火器を用いて、実際の火災を想定したガスコンロ
火災の初期消火訓練を行いました。３名ずつ第一陣、第二陣が加わって、ようやく消火という結果でした。消火
器本体を火元に投げ入れた事例を紹介され、「これでは消火になりません」、と。 
・放水体験。 私たち素人には実用的ではありませんが、二名ずつ順番に北署指導のもとに行いました。 
・起震車体験。 希望者参加でしたが、体験する方はあまり見られませんでした。 
＜見学の内容＞ 
仰木の里消防分団による消火活動演技を見学しました。 
＜応急給食試食＞ 
学区の給食給水部が、前日の準備、当日と応急給食訓練を行いました。閉会式のあと、参加者全員に豚汁と備
蓄のビスケットが配られ、試食しました。 

３．その他 
今回の訓練前後に、安否確認や黄色い安全確認旗の掲示について、皆さんから質問、問合わせなどありました。 
衣川台として 避難場所（里東小グランド）での総合防災訓練に参加する（9：50 までに到着する）ときは、時間の
都合で、安否確認活動を省いて、一時避難場所に参集後の避難誘導に特化してきました。 

以上 

 

 

 

人数確認へのご協力ありがとうございます 

これは、想像以上にシンドイ 

何事も経験ですね 


